



者が責任を持つ施設の被害が注目 を浴びて い る が，
ユー ザー が責任を持つ給水管か ら蛇口までの水道設
備の被害も 甚大なる ものがあっ た。被災地を歩いて
見ると ，建物屋上，地面や地下室に設置された水槽




保するこ とができ たと の話 も聞いた。こ の よう に，
水槽に耐震性を持たせるこ とは，地震災害時の生活





上すると と もに，耐震設計基準 も 強化された。その
後の地震においても水槽の被害が見 られたが，基準
改正前の古いタ イプの水槽におけるも のであ り ，予
想された被害形状であっ た。今回の阪神大震災では，







写真 1 に示すよ うな天井板が抜ける被害であっ た。
こ の被害は震動が強かった神戸近辺だけでなく ，大
阪府の海沿い和歌山県境近く でも 起こっ ていた。こ
れから類推するに，震度7 地域の水槽天井被害は地
震の主要動で起こ った水面の揺れによ る もので，震
度 5 と か 4の地域で起こった水槽天井被害は主要動
の後に来た表面波に対する水面の共振現象である。
こ れ ら水面の揺れはスロ ッシ ング と言われ，1964年




強化プラ スチ ックのパネルで組み立てら れた長さ 6
m, 幅 4 m, 高 さ2.5mの長方形をし たものである 。
水位は，阪神大震災が起こった時刻が朝 5時46分と
早かった ため，ほほ満水 とさ れる2.3mに設定した。
こ の水槽の長さ6 m方向の1 次ス ロッシ ン グ振動数










の 3 種を用いた。結果と して，神戸海洋気象台NS
成分では破損はどこにも 発生せず，関西国際空港の
記録の加振で写真2 の亀裂が天井の一 部に生じた。
0.32Hzの正弦波の加振で波の山が6 つ入っ た とこ ろ
で，写真3 に示すよ うに天井板が抜け，水が大 きく
飛び散った。天井が抜けた位置は隅部であり ，阪神
大震災の水槽被害の位置と対応するも のである。な
お，こ の一 連の実験で測定さ れた天井に作用する衝
撃圧は最大0.5Kg/cm2以上であっ た。ま た，ス ロッ
今後，こ の種の破損パター ン を どの ように見る かは，
ユー ザー の判断に よる もの と思われる。神戸の病院
等で水槽破損水によ る2 次被害を発生 さ せた の は，
屋上水槽固定ボルト が破断し，滑 り ，接続パイプが
切断されたもので，今回実験の対象としたも の と は
異なる被害パター ンである。
強震記録については関西国際空港株式会社から提




シ ングの波高速度は5mlsecを越えた。 雪氷防災研究連絡会は第9 回，雪氷防災研究会は
水槽の天井板が破れて も水槽の中の水は，一 部飛 第20回をそれぞれ迎え，去る12月13日 （水）岐阜県
び散るも のの，確保され水槽の機能は維持 さ れる 。 と の共催に より ，ひだホテルプラザにおいて開催さ
写真2 関西国際空港強震記録加振（時間軸縮小）で生
じた天井亀裂






氷防災研究会にお い て は，「飛騨の雪」 と 題して，











集まる盛会とな り ま した。
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